
第６次環境取組みプラン
2016年ー2020年

人と車の調和をめざし、
企業活動に伴う環境負荷の
低減を図ります。

経営理念、社員行動指針に基づき、
環境への取り組みを進めます。

法・地域や顧客との約束を守り、さらに自主目標を定め、
環境汚染の未然防止を進めます。

環境委員会を設置し、
継続的な環境改善活動を展開します。

主な
取組項目

持続可能な
社会へ

第3次
環境取組みプラン
2001年－2005年

第4次
環境取組みプラン
2006年－2010年

第5次
環境取組みプラン
2011年－2015年

海外拠点・仕入先を含めた
連結環境マネジメントの強化

自然共生社会

低炭素社会 循環型社会

環境経営
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地球温暖化防止、省資源・リサイクル・廃棄物削減、
化学物質管理、新環境技術の積極的な導入・開発、
ライフサイクルアセスメントの推進、生物多様性保全 等

　開発、生産、物流などの事業活動
を通じて、持続可能な社会の構築に
貢献をしていくため、「低炭素社会の
構築」「循環型社会の構築」「自然共
生社会の構築」の3つの柱で環境取
り組みを推進します。
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